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部門活動紹介 サービス提供部門 

NPOファイナンス（10）

ソーシャルインパクト評価に関するセミナー 

の開催について 

（特非）CNCP NPO ファイナンス研究会 会員 

（特非）社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会理事 足立 忠郎 
 

サービス提供部門の NPO ファイナンス研究会では、ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）とい

う資金調達手法の適用可能性を検討している。Vol.42 においてインフラメンテナンス国民会議のロ

ジックモデルとインパクトマップを事例として、NPO 法人にとって有力な資金調達手法として SIB

の可能性について紹介した。 

今回は CNCP で関わっている 3 つの事業の中間報告としてセミナーを開催したので、その概要と、

図表を添え「ウナギ完全養殖」および「電線地中化」事例の事業モデルを掲載している。 

１．セミナーの概要について 

セミナー名称：ソーシャルインパクト評価と建設分野におけるモデル事業への挑戦 

開催時期及び場所：3 月 23 日（金）13:30～16:30、千代田区錦町名古路ビル会議室 

CNCP 会員、CNCP サポーターなど約 30名が参加した。 

２．セミナーの内容について 

（１）基調講演：「ソーシャルインパクト評価とは何か」 

新日本有限責任監査法人ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｱﾌｪｱｰｽﾞｸﾞﾙｰﾌﾟリーダー 高木麻美氏 

社会的インパクトが注目されている背景として、①企業の

社会性を考慮することが長期的価値の最大化に寄与すると

いう投資家の意識の変化、②ESG(環境・社会・起業統制)投

資の増加、③SDGs（持続可能な開発目標）への関心の高ま

り、④「休眠預金の活用」への活用実績などを紹介いただい

た。また実例を示しながらロジックモデルとインパクトマ

ップ作成のポイントを示していただいた。「手段」ではなく

「成果」を示すことが必要であること、資金調達の場合はど

のアウトカム（成果）に対して支払いの条件を設定するか、

変化をいかに示すかに留意すべきであることを理解した。 

（２）事例研究成果発表 

以下の 3 件のロジックモデルとインパクトマップを紹介した。 

1) SIB ファイナンス適用事業化検討例 

⇒具体的な SIB ファイナンス適用検討の可能性の高い 2 つの事業 

① ウナギ完全養殖インフラ整備事業  【CNCP シンクタンクチーム 小重忠司氏】 

② 電線の地中化事業【NPO 法人電線のない街づくり支援ネットワーク 井上利一氏】 

2)課題解決型事業へのソーシャルインパクト評価の適用例 

⇒金額的価値までは算出しないが、成果の指標値達成評価（テータ化）を行う事業 

③ インフラメンテナンス国民会議市民参画フォーラムでの検討 

【CNCP インフラメンテナンス研究会 足立忠郎】 

高木氏の基調講演の様子 
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このうち、SIB に関わる事業例 1)①、②のロジックモデルとインパクトマップの具体例は以下

のとおりである。文字を追ってその考え方の意図するところを感じてもらえれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会・環境の変化（社会的インパクト） 誰が？ どう変化する？

評価目的
投資へのフィードバック

評価対象事業
無電柱化事業

ステイクホルダー
市民（商店）、観光客（国内外）、行政（道路管
理者・観光振興部署）、電線管理者、観光協会

社会的企業が直接コントロール
できる部分

資源 活動

短期（2年） 中期（5年） 最終（8年）

事業の受益者に
提供するサービス

結果(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

観光地としてのコンテ
ンツが磨かれ、観光
客が増え、地域が活
性化する

各地の無電柱化事業に
積極的に投資が行われ
ている
・投資対象としての評価
が確立している

観光客が増え、資産
価値が上がり税収が
増える。市民の財産と
命を守れる

景観がよくなり、防災
性能も向上し、地価
が上がり、市民の満
足度が向上する

観光地での無電柱化事業モデ
ルが確立

観光地での無電柱化の合意形
成の標準的な方法が提供され

ている

各観光地で無電柱化が実施さ
れ、その際の課題や留意点が

明確になっている

無電柱化を実施していない各自
治体首長の無電柱化実施への

意欲が高まっている

各自治体職員は無電柱化に必
要な経験、知識や能力を有して

いる

各自治体が無電柱化の資産価
値向上や防災性能向上を確信

している

多くの市民が無電柱化の現状
や課題、必要性について十分に

理解している

市民は無電柱化の防災性能向
上や景観向上について知ってい

る

市民の無電柱化工事への理解
が高まり、協力的になっている

モデル地区において市民と
行政の協働による無電柱
化の基本モデルが導入され

ている

無電柱化における合意形
成の基本形が完成している

各観光地の現状と課題が
明確に整理され無電柱化
推進計画の中に明記されて

いる

首長が無電柱化低コスト手
法について把握して実施路

線を選定している

無電柱化を学ぶ市民参画
のワークショップが各地で

開催されている

作成者：井上利一
2018年3月17日

トップランナー観光
地との情報交換を

行う

先行観光地の優れ
た無電柱化ノウハウ
集を作成し配布する

観光地のあるべき
姿について検討す

る

観光地のあるべき姿
として無電柱化が有
効であることを広く

PRする

各観光地の現状と
課題を調査する

各観光地の無電柱
化の現状と課題をま
とめて国に提言する

首長に無電柱化の
重要性を周知する

首長が無電柱化の
重要性に気付き候
補路線に手を挙げる

市民が無電柱化の
重要性に気付き声を
上げる（投書・陳情

等）
市民主導での無電
柱化推進の意義を

周知する

無電柱化協議会のメ
ンバーに市民が入り
協議に参加する

職員に無電柱化の
意義を周知する

職員が無電柱化の
意義に気付き勉強
会を企画する

観光地のコンテ
ンツ

NPO無電柱NW

NPO無電柱NW
のノウハウ

首長会

市民・商店

各地のまちづく
り協議会

NPO無電柱NW

市民理解のための
広報活動

ファシリテーターを
養成する

ファシリテーターが
育ち各地で活躍する

観光地における無
電柱化事例を収集

する

【行政】

【市民】

【観光地】

1)－2②

観光地のまちづ
くり団体

国土交通省
地方自治体

各地の無電柱化担当が連
携を取り、無電柱化実現に
向けての課題について共有

している

首長会※と定期勉
強会を開催

各自治体で無電柱
化についての正しい
認識が広が選任担
当が設置される

無電柱化推進計画
を策定支援

無電柱化推進計画
が策定できる

自治体が数年計画の初年
度無電柱化実施に向けて
具体的に検討している

無電柱化実施のノウハウが蓄
積されつつある

減災、交通災害の減
少、通行空間の向上
など、市民のアメニ
ティ向上、住民が増え
税収が上がる

修正版 20180317

※首長会：無電柱化を推進する市区町村長の会

市民主導で市民のための
無電柱化候補路線の選定

が行われている

うなぎ完全養殖のロジックモデル 

無電柱化のロジックモデル 
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３．パネルディスカッション 

テーマ「３つの事例にみるソーシャルインパクト評価の展望と課題」 

モデレーター：足立忠郎 

パネラー：高木麻美氏、小重忠司氏、井上利一氏、和久昭正氏【CNCP】 

討論において高木氏や参加者からいただいたアドバイスの一部を、以下に紹介しておきたい。 

・和久委員から補足説明のあった VE の機能系統図は目的・手段の関係で表現されているが、ロジッ

クモデルは原因・結果の因果関係で纏められ、類似性がある。目的に応じて使い分けるのが効率的

である。事業戦略作成などにはロードマップが有効な場合もある。 

・ロジックモデルは、各事業およびアウトカム間の関連性、時系列性が取り入れられて、最終目的を

達成するプロセスをステークホルダー間で共有、合意する手段として有効である。 

・インパクトマップは、必ずしも網羅的に作成する必要はない。評価の目的に応じてどのアウトカム

に対してどこまで検討するかを事前に決めておくと効率的である。SIB 資金の出し手がイメージし

やすいアウトカムに絞り込んで金銭的価値化することも重要である。 

・測定方法としてアンケートがあるが手間とコストがかかる。先行事例等代用できる指標を探して利

用すると効率的である。そうした手引書、データ集の作成と公開など今後の課題は多い。 

・昨年には、国交省のまちづくり委員会で社会的インパクト評価について講演する機会があったり、

今年の 2 月には経産省と厚労省主催の SIB セミナーに内閣府、総務省、法務省も共催して課長クラ

スが話し合うという、省際的な動きがあったりしている。また、内閣府では PFI と SIB の関連性に

関心を持っている。それぞれ思いは様々だが、少しずつ動き出しているのが分かる。 

うなぎ完全養殖のインパクトマップ(一部) 

無電柱化のインパクトマップ(一部) 




